
奨学金概要 公益財団法人 戸田育英財団 

2023 年度 奨学生（給付型）募集について 

当財団は指定大学を通じて奨学生を募集しています。 

（大学の学生部奨学金窓口）詳細は大学の窓口でお尋ねください。 

指定校以外の方は、下記条件に基づいて応募が可能です。 

1．応募資格

以下の要件を満たす方

・大学生…1学年～2学年に在籍する日本人学生

(すでに留年している方は不可) 

 高校評定平均値が 4.00以上の方 （1年生） 

 前年度の成績が GPA3.00以上の方（2年生） 

・就業経験のない方

・経済的な理由により就学が困難な方

(家計支持者の収入が前年度年収 800万円以下の方) 

（収入に関する証明書の写し等を添付） 

・奨学生交流会等、当財団の行事に必ず出席出来る方

・他の学外奨学金との併給は不可（公的な機関、学校を除く）

2．返還の有無 

・返還義務はありません

・卒業後の進路について、何らの義務はありません

3．奨学金の給付金額、期間 

給付月額 期 間 

大 学 生 33,000円 正規の最短修学期間 

・毎年 5月、8月、12月の 3回に分けて 4か月分を振込

・本人名義の銀行口座に各支給月の 23日に振込

（初回は手続き完了後、振込日が休日の場合はその前日）



4.提出書類

①奨学生願書（指定用紙）

②推薦書

（原則として、推薦者は学校の長とします

指定校以外の方は指導教官可 書式は自由です） 

③成績証明書（1年生は高校時の証明書、平均値を計算し記載すること、

2年生・大学院生は GPAが記載されているもの ） 

（各々小数点第 3位を切り捨て） 

④本人の住民票抄本

⑤家計支持者の収入に関する証明書等（写し可）

⑥課題の作文（課題は 2題、2題共 A4の用紙で各 1000字）

ワードにて作成（横書き）

5. 選 考

・奨学生選考委員による選考委員会で決定します

（1次）書類選考で決定します

（2次）面接選考 2023年度はオンラインに依ります

・採用が決定した時は、誓約書を提出のこと

・奨学生の合否の通知は、本人、大学に各々郵送します

6.奨学金の中止

・休学時・留年時・停学時・懲戒処分を受けた時・退学時

・当財団の交流会に無断欠席した時

・年度末に「現況報告書」及び「成績証明書」を提出しない場合

・当財団の定める奨学生の義務違反の時（誓約書の内容）

・SNSへの投稿は禁止します

7.個人情報の取り扱い

・提出いただいた個人情報は「公益財団法人 戸田育英財団 個人情報保護

方針」に従い適切に管理します

・提出いただいた個人情報は奨学金の給付に関する業務、当財団が行う交流会

以外の目的には使用いたしません 

（平成 31年 2月 14日改定） 

（令和 2 年 2月 14日改定） 

（令和 5年 2月 21日改定） 

（原本、3か月以内のもの）

①30代からの将来の夢について
②「言語・技術・時間・平和・環境・ボランティア活動」６つの言葉から２つ以上選択し「自
分の考え」を記述してください。（作文には各々、大学名及び氏名を記入してください）
①、②共、提出



　      記入 2023年　　月　　日

フ リ ガ ナ □応募理由

氏 名

　　　　大　学
　
学　部

　
学　科

研究科
大学院

〒

（本　人）　携帯

（帰省先）　電話
PC

スマホ

〒

□家族の状況並びに経済状況 （家計支持者に○印を） □学歴
続　柄 年齢 ○印 勤続年数 年間収入 年 月 　　　　　　　　　　事　　　　　　項

年 万円
自

至

（家庭環境/経済状況に関する特記事項） □表彰・特技等の特記事項

〔支出〕

計

〔収入〕

氏　　名 ㊞

計
※記載頂いた個人情報につきましては、採用及び今後の財団との連絡にのみ使用し、第三

　者へ開示・提供することはありません。

勤務先・学校

男　・女

生 年 月 日

大 学 名

本 人
現 住 所

連 絡 先

アドレス

□本人の生活費の収支（月額）　万円

帰 省 先
住 所

　私は、以上に記載した情況、理由により戸田育英財団の奨学生に応募します。

2023年度　　公益財団法人　戸田育英財団　　奨学生願書

写真添付欄

　　　　　　　　　　　　　年　 　月　　 日　  　 （満　　　 　才）
（3㎝×3.5㎝）

　　　　　　第 　　　　学年

氏　　名



 

 

1. 2 題共 A4 の用紙で各々1000 字 

（ワードにて作成してください。横書き） 

① 30 代からの将来の夢について 

② 言語・技術・時間・平和・環境・ボランティア

活動    

 6 つの言葉から 2 つ以上選択し「自分の考え」

を記述してください 

（作文には各々、大学名及び氏名を記入してください。 

記載されない場合は無効となります） 

① ②共、提出 

 

2023 年度 課題作文 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　年　　月　　日

群 学類

所属 筑波大学 学術院 研究群 年次

氏名

所属 　　　　氏名 印

　推薦所見

指導教員等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筑 波 大 学 長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永 田　恭 介

推　薦　書

公益財団法人　戸田育英財団　理事長　殿

　　下記の者を、貴奨学生として適当と認め推薦いたします。

記



⑥＝④÷⑤×１００

（注）１．太線の枠内を記入し、※印は○で囲むこと。

　　　２．「給与所得の収入金額」欄は、申請の前年１年間の収入金額を記入し、所得証明書、源泉徴収票(写）を添付すること。

（父と母が給与所得者の場合は父と母両方添付すること。年金受給者の場合は年金振込通知書（写）。失業者は雇用保険受給資格者証（写）。

　　　３．「給与所得以外の所得金額」欄は、申請の前年１年間の収入金額から必要経費を控除した金額を記入し、確定申告書（写）等を添付すること。

（父と母が確定申告をしている場合は父と母両方添付すること。）

　　　４．「家庭の特殊事情」欄について、障害者のいる世帯については障害者手帳(写）、その他については証明するものを添付すること。

　　　５．「学業成績」欄については、１年次生（編入学生を含む。）にあっては出身学校の成績を記入（科目数で平均値を算出）し、

家 庭 調 書

申

請

者

所　属
　　　　　　　　　　　学群 　　　　　　　　　　　　学類 　　　年次

　　　　　　課程 　　　　　　　　　　学術院　　　　　　　　　　研究群  　　　　　　　　　 　　　年次

学籍番号 性別 男・女
現住所

〒　　　　　　　℡　　（　　　）

フリガナ

氏　名 家族住所
〒　　　　　　　℡　　（　　　）

家

族

及

び

所

得

就

学

者

を

除

く

家

族

続柄 氏　　名 年齢 職　 業

　父または母 死亡・離別の場合　　 時期（　　年　　月） 理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　主たる家計支持者無職等の場合　　時期（　　年　　月） 理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

在職
期間

勤 務 先 名 称
 給与所得の収入
 金額（税込）

 給与所得以外の
 所得金額

父 年 万円 万円

母 年 万円 万円

年 万円 万円

年 万円 万円

年 万円 万円

年 万円 万円

家
計
支
持
者
に
○
印

別
居
者
に
　
　
×
印

就

学

者

続柄 氏　　名 年齢 学　 校　 名 設置者別 学校種別 通学別 控 除 額

本人 筑 波 大 学 国 立
※自　宅
　自宅外

万円

※国公立
　私　立

※小・中・高・高専・大学
専修（高等・専門）

※自　宅
　自宅外

万円

※国公立
　私　立

※小・中・高・高専・大学
専修（高等・専門）

※自　宅
　自宅外

万円

※国公立
　私　立

※小・中・高・高専・大学
専修（高等・専門）

※自　宅
　自宅外

万円

家
庭
の
特
殊
事
情

特 別 控 除 項 目 控除有無

障害者がいる世帯 ※有・無  続柄（　　） 氏名（　　　　　 ） 手帳番号（　　　　  ） 万円

その他

本

人

の

状

況

家庭からの給付 月額（　　　千円） 認　　　　定

ア ル バ イ ト 月額（　　　千円） 内容（　　　　　　　　　　　　　　） 総 収 入 金 額
①

万円

奨学金
受給中 月額（　　　千円） 団体名（　　　　　　　　　　　　　） 必 要 経 費

②
万円

申請中 月額（　　　千円） 団体名（　　　　　　　　　　　　　） 特 別 控 除 額
③

万円

その他の収入 月額（　　　千円） 内容（　　　　　　　　　　　　　　） 総所得金額
④＝①－②－③

万円

学
業
成
績

評　　価
高等学校 ５ ４

修得単位数または科目数

大学（院） Ａ － Ｂ Ｃ －

３ ２ １

⑤
収 入 基 準 額

世帯人数　　 人

万円
平　 均　 値

　　　　　成績証明書を添付すること。２年次以上の者にあっては、前年度までの成績（修得単位数で平均値を算出）を記入し、成績証明書を

　　　　　添付すること。　　　

家計充足率
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